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まっ茶の低分ふ梓起泡成分卜つ,-て
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　§1的　まっ茶は吃荼ヒよばれる如< , 起砲戻が'高(泡・安包なものほと"　a あた') 必良

< 知束で吻る。賎々(5すでふ　まっ茶・起吃成分ほ蛋白柱のもので･μなレヽこと，又釦奈

i.加水分律りt ると起泡度ヵりf iりることなを骸告し八(5ti)べ今回μ蚕名一量的特挫にっ

いて報告考る。

　方漬　泡立T 条付は々の2. 方循5r用いた。1) まo 集又ま各裸ゐをまっ奈々嬢に入れ純

水(lｸ'c)をot 八懸濁浪を用北し, 寮せんて-･30秒間泡立てた。各々ダ困の実験値(fヽ平均よ

い

妙めの懸濁浪-tヵヽら, 泡立で植泡立穴f Iりいt- 液・を差引ﾚ,t-値り

　結果　各標品の起峻峰は次ir,佃人て･あ，た。1)まっ条の水懸濁浪を遠心命剱(呻)0)り。

ｘ 30/Mi・｡)した場令ヽ，上靖郷に起吃戻のあい画分球｀得られた。こめ上靖り

乙, 起吃度匯透析荊のものよ')低下し択。z)まっ莱の0 ～100 妙エタノー･レ抽±浹を調製i

，各標It のI- タノ-)レを除去レて起現浅を測え考ると, 釦外及び'AS'/,工タノ-)レ袖4ヽ棒みが著

しく斌立礼　次しヽで･ Oち　分外, 1四茄柚気締高の傾てヽヽあった・i乞の発定｡'^ぶむしろ遂の傾

向を示レた。3)釦外エタノ-Iレ抽血液をμ戸，ん LH－2)カラ-^ クbマＦｸﾞ｀ラフィー　にて分

凰市ると, 比較的低今ぶ｡画今に高い起吃度ヵぐ認められ数。以i=｡のい:より　まっ岑におい

てら水及び'鼻水エタ)ー)レで柚去可能なある稼・低今ふ物偉ヵら起泡n開与しているとの

知見き愕ね。(Jtl，調理科零研究会近萄支句旁8 印

4 123 絹 様加i- ぺあ｀けi> A･７ if ン戈の吏比K喫 f る研鳶　境'T籾の禰合

　　　　岡小大教貴　o 1 4 A 4 き　火抜府尺菓心　坂非丿幻･，

　an　野菜・乖叉頬,i^タこy や糸膏嘆，戻片乖i.ヽあ几　t に£脊, 價翔繊維。和り

洋肖り

ゃあう1 ４ レート‘･ 'y>?^ Ti z｀の-ha■(■鮮耕ｔしてμ< 知うれてヽヽ% 聊嘆r-あ仁　，が，食

祠り

i/･; * If う'り糠床嗅け。架差遣錆,ぐあづりA･タデ／拝祠賛の灸,ﾋi.畷ふわり寿・絢練吏

it 乙7,「可恚迪, どダミy c の孝勤,; つ,, T瀕財^ V ことを目的Y. すV.

　^浪（D}% 叶朔に閔すi網tは岡.大徹晋を却孤(，7，^）t片象･こ呼づこ。RA･1 ケソ

の肺弘･まf Iﾚ■a－,1^-f善朔を永蚤棟ペリャy, 。<iZ/■,々ナメダリん瞭可孝核心1 ケy, '^

疎,可鼻休a- グYン，; 冷ヽ画，A，タヶ／i喀^ 。／パゾ- il／持iS汰･; よリカ）クケ・ロク咸兼^し

が則走I. f--.　どタI y c･a ヒドラづ｀／比色^iや行。t; ｡

　μ釆　庫･伊癩者網乖対象りいい・右≪心く食A' 刎雁度)/^ S。!it あり, ^ 斐を支配了

& 因.3-乙しr は塩。滅t 苛<' ,hリが’優itしてあゆ･う札　浦で香>l ，色T･あ。r;.きゅうり

のAリケンダは両'^部が呻鳶卸い七鱗i r 々やラく,一　首ぞわリド黄ね:- n. * ゅﾄﾞﾉは表

けb : t 心i ・7 ボ'M-i陳なうぴ'IC ^^醸可瘍棟A･タケV が’*%がする峠伺を示ら　奸Kい羞喊可

ぷ催^' フヤア。孝卵丿食味･;和や I.て。Vｱt 考えうれTこ。i すこ糠床・希件, さ。うソ，勣

処理。漣･ｱ僕・保存尊i;よ。-( ぷグケン隻，i わﾋし, 墳･ﾔ物・柱昶,こ影耀ないぎ L て-’*

こt ふ扱めうれに　ビタミンC ・り孝勧･;･。ヽマ，よ怠,喊・夭iヒ'fi議やその双涙，ロ誓I冴す5 ；

い（方X. う札　でりに粳吋を進めt ，ヽ .̂


